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Ⅰ. 問題の所在と目的 

 障害児・者のきょうだいは、きょうだい特有の悩みと得

がたい経験があるとして、支援の必要性が訴えられてきた

（Meyer & Vadasy, 2007）。きょうだいの心理的負担の軽減

につながる支援の一つとして、きょうだいに対する同胞の

障害についての説明が挙げられる（西村・原, 1996）。保護

者に対して、きょうだいの発達段階に応じた障害説明の仕

方や、きょうだいとの関わり方を考えられるような支援を

していくことは、きょうだい自身の悩みの軽減や予防につ

ながると推測される（田倉, 2010）。しかし、保護者による

障害説明に焦点を当てた研究は少ないため、保護者に対す

る支援を検討していくためにも、障害説明の実態を明らか

にする必要があると考えられる。 

 そこで、本研究は、保護者による知的・発達障害児のき

ょうだいに対する障害説明の実態について明らかにするこ

とを目的とした。 

Ⅱ. 研究の方法 

 本研究では、面接による聞き取り調査を行った。 

 予備調査：本調査の調査協力者を募ることとインタビュ

ーガイドの作成をすることを目的に予備調査を行った。知

的・発達障害児の民間療育機関において、きょうだい関係

に悩みを抱える保護者を募集し、参加した 10 名を対象にき

ょうだいとの関わりについて語り合ってもらう座談会形式

で予備調査を実施した。 

 本調査：予備調査にて、調査協力が得られた保護者 7 名

を対象に、半構造化面接を実施し、戈木クレイグヒル版グ

ラウンデッド・セオリー・アプローチ（戈木クレイグヒル, 

2008 ; 戈木クレイグヒル, 2014）による分析を行った。 

 分析の対象は、同胞の障害を知的・発達障害、きょうだ

いを障害のないきょうだいに限定するため、同胞に運動発

達の遅れがある事例及び、きょうだいも療育に通っていた

事例を分析の対象から除外した。したがって、5 事例につ

いて分析がなされた。 
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の承認を得た。 
Ⅲ. 結果と考察 

 分析がなされた 5事例のカテゴリー関連図を比較し、カテ

ゴリー関連図の統合を行った結果、【きょうだいへの障害説

明】という現象の中心となるカテゴリーと、《同胞の現状》

《説明後のきょうだいの変化》《きょうだい関係の変化》《父

親のサポート》《自分の親のサポート》《保護者のサポート》

《きょうだいの気づき》《母親の不安》《母親の対応》《説明

して良かった思い》《継続している不安》《将来の障害説明

の見通し》《先輩保護者のサポートの希望》《療育・教育機

関のサポートの希望》という 15 のカテゴリーに統合された。 

 母親がきょうだいに対する障害説明に至る要因は、きょ

うだいの気づき、またはきょうだいの気づきへの見通しで

あり、きょうだいの疑問解消のための説明が実施されてい

た。 

 また、母親は子どものライフステージごとに不安を抱い

ており、その時々にきょうだいに対する説明が必要である

と考えていることが明らかになった。 

 調査対象となった家庭の同胞はすべて未就学であったた

め、母親は同胞の進路に対するきょうだいの気づきへの見

通しから、同胞の就学時での説明の必要性を感じていた。

このことから、同胞の就学時における集中した支援の必要

性が推測された。 

 なお、母親は同胞の就学後に、同胞・きょうだいがいじ

められる不安を抱いている場合が多く、学校で生じた問題

の内容によっては、きょうだいに対する説明が必要である

と考えていた。 

 今後のきょうだいに対する障害説明の準備についてのエ

ピソードは、先輩保護者のサポートの希望に限られた。調

査協力者が、療育機関におけるきょうだいとの関わりにつ

いて語ってもらう座談会に参加した保護者であり、座談会

への参加が療育機関でのサポートの希望であったことが予

想されるが、直接の言及はなかった。先輩保護者のサポー

トの希望についての言及は、発言により療育機関で先輩保

護者のサポートを受けられるような場を整えてもらえるの

ではないかという見通しをもっていての言及であった可能

性がある。その一方で、幼稚園や学校等の教育機関におけ

るサポートの希望についてのエピソードは得られなかった。

このことは、障害のある同胞が就学したら、同胞・きょう

だいがいじめられるかもしれないという漠然とした不安は

あるが、教育機関および行政機関によるサポートをイメー

ジすることができていない可能性と、先輩保護者から学校

のサポート体制についての情報を得ようとしている可能性

とが推測される。 

 以上のことから考えられる保護者に対する支援として、

教育・行政機関のサポート体制についての情報提供及び、

保護者が悩みを共有できる機会の提供の必要性が示唆され

た。 
Ⅳ. 今後の課題 

 幅広い対象者の集め方およびフィールドの設定の検討、

保護者が教育・行政機関に対してどのようなサポートを希

望しているかについての視点を取り入れたインタビューガ

イドの検討が今後の課題である。 
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